
1.第1学年から第2学年に進級するためには、第1学年で配当された「共通教養科目」、

「外国語科目」、「基礎科目」、「専門科目」の中から24単位以上を修得していなけ

れぱならない。

2.第2学年から第3学年に進級するためには、第1学年および第2学年で配当された

「共通教養科目」、「外国語科目」、「基礎科目」、「専門科目」の中から58単位以

上を修得していなければならない。

3.第3学年から第4学年に進級するためには、

以上を修得していなけれぱならない。ただし、

①共通教養科目から

7単位ア.必修科目から

イ.選択必修科目(A・1, A・2, A・3, A・4)の少,ー 6単位

なくとも 3つのカテゴリーから

②外国語科目から・・ 12単位

ア、必修科目から

イ.選択必修科目

応用化学科進級基準

次の条件を満たしたうえで総汁106単位

(ア)、(イ)の条件を満たすこと。

13単位

9単位

けーラルイングリッ江 3 ・オ】ラルイングリッ江 4)から

1単位

③基礎科目から・・ 9単位

6単位ア.必修科目から・ー

イ.選択必修科目(C-D から 3単位

④専門科目から・・・ 70単位

ア.必修千斗目から 57単位

イ.選択必修科目Φ)および避尺科目から, 1 3単位

ただし、応用化学実験1~Ⅳの全科目(単位)を修得、かつ応用化学実験V及

びⅥのどちらかの科目(単位)を取得している必要がある。



本学部を卒業するためには、4年間以上在学し、次の共通教養科目・外国語科目・基礎科目

および専門科目の単位を修得しなけれぱなりません。

共通教養科目

Ⅳ.

外国語科目

卒業の要件

基礎科目

履

英語 10単位以上修得のこと。

専門科目

佃 方

注共通教養科目(15単位以上)、外国語科目(14単位以上)、基礎科歐11単位以上)、専門科目(84単位以上)

を修得し、共通教養科目、外国語科目、基礎科目、専門科目を合計して124単位以上修得のこと。
*応用化学科については、履修方法が異なるので、「応用化学科卒業の要件」を参照のこと。
*電気電子工学科については、履修方法が異なるので、「電気電子工学科卒業の要件」を参照のこと。
*情報学科については、履修方法が異なるので、「情報学科卒業の要件」を参照のこと。

法

必修科目、選択必修科目および選択科目の修得単位数
は学科により異なります。「学科別の専門科目の所要
単位数」(次頁)を参照のこと。

* 卒業に要する
最低単位数

15単位以上

14単位以上

11単位以上

84単位以上

124単位以上(淘合



【2013年入学】

学科別の所要単位数 (共通教養科目・外国語科目)
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卒業所要単位数以上の選択必修科目を修得した場合は、選択科目の単位数に充当することができる。

選択必修科目および選択科目欄の0内の数字は開講予定科目の総単位数を示す。
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【2013年入学】

学科別の所要単位数

科

(基礎科目・専門科目)

理 学科

二1

生

ス

応

物

命

機械工学科

化

用

科

理

必修選択必修

基礎科目

卒業に要する最低単位数

化

電気電子工学科

科

機械

選択
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(12)

(27)

情報学科

工

(24)
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計
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注1.卒業所要単位数以上の選択必修科目を修得した場合は、選択科目の単位数に充当することができる。
2.選択必修科目および選択科目欄の0内の数字は開講予定科目の総単位数を示す。
3.選択科目欄の口内の数字は教職課程履修指定科目の総単位数を示す。

※卒業に要する単位数は、共通教養科目(15単位以上),外国語科目(14単位以上)・基礎科目(11単位以上)・
専門科目(84単位以上)の合言十124単位以上修得のこと。
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本学部を卒業するためには、4年間以上在学し、次の共通教養科目・外国語科目・基礎科目および

専門科目の単位を修得しなければなりません。

応用化学科卒業の要件

共通教養科目

外国語科目

必修科目7単位を修得のこと。選択必修科目(A-1)より
2単位以上、選択必修科目(A-2)より2単位以上、選択
必修科目(A-3)より2単位以上、選択必修科目仏一4)よ
り2単位以上修得のこと。

基礎科目

履

必修科目10単位を修得のこと。選択必修科目(オーラル
イングリッシュ 3 ・オーラルイングリッシュ4)より1
単位以上修得のこと。

専門科目

イレ 方

必修科目6単位を修得のこと。選択必修科目(C-1)より
3単位以上、選択必修科目(C-2)より2単位以上修得の
こと。

^

注共通教養科臥15単位以上)、外国語科歐14単位以上)、基礎科目(11単位以上)、専門科目(84単位以上)
を修得し、共通教養科目、外国語科目、基礎科目、専門科目を合計して124単位以上修得のこと。

「学科別の専門科目の所要単位数」を参照のこと

卒業に要する
最低単位数

15単位以上

計

14単位以上

11単位以上

84単位以上

124単位以上(淘合


